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(57)【要約】
　ユーザ装置において、ランダムアクセス手順における
メッセージをプリアンブルリソースとＰＵＳＣＨリソー
スを用いて送信する送信部と、前記プリアンブルリソー
スと前記ＰＵＳＣＨリソースのうち、時間領域において
後に終了するリソースの後に、ランダムアクセス応答監
視のための時間ウィンドウを開始する制御部とを備える
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランダムアクセス手順におけるメッセージをプリアンブルリソースとＰＵＳＣＨリソー
スを用いて送信する送信部と、
　前記プリアンブルリソースと前記ＰＵＳＣＨリソースのうち、時間領域において後に終
了するリソースの後に、ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウを開始する制
御部と
　を備えるユーザ装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記リソースの最後のシンボルより少なくとも１シンボル後の最初の制
御リソースセットから前記時間ウィンドウを開始する
　請求項１に記載のユーザ装置。
【請求項３】
　ランダムアクセス手順におけるメッセージを送信するためのプリアンブルリソースとＰ
ＵＳＣＨリソースのうち、前記プリアンブルリソースを用いてプリアンブルを送信する送
信部と、
　前記プリアンブルリソースの終了後の前記ＰＵＳＣＨリソースの開始前にランダムアク
セス応答監視のための時間ウィンドウを開始する制御部と
　を備えるユーザ装置。
【請求項４】
　前記ユーザ装置が、前記時間ウィンドウにおいて、前記ユーザ装置宛てのランダムアク
セス応答を受信した場合に、前記送信部は、前記ＰＵＳＣＨリソースを用いてデータを送
信する、又は、前記ランダムアクセス応答に含まれるＵＬグラントに基づき選択したＰＵ
ＳＣＨリソースを用いてデータを送信する
　請求項３に記載のユーザ装置。
【請求項５】
　ランダムアクセス手順におけるメッセージをプリアンブルリソースとＰＵＳＣＨリソー
スを用いて送信する送信部と、
　ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウにおいて受信したメッセージが、前
記プリアンブルリソースで送信されたプリアンブルに対応するランダムアクセス応答であ
る場合に、ＰＵＳＣＨリソースを用いてデータを送信する送信部と
　を備えるユーザ装置。
【請求項６】
　ランダムアクセス手順におけるメッセージをプリアンブルリソースとＰＵＳＣＨリソー
スを用いて送信するステップと、
　前記プリアンブルリソースと前記ＰＵＳＣＨリソースのうち、時間領域において後に終
了するリソースの後に、ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウを開始するス
テップと
　を備えるユーザ装置が実行する制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおけるユーザ装置に関連するものである。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）では、システム容量の更なる大容量
化、データ伝送速度の更なる高速化、無線区間における更なる低遅延化等を実現するため
に、５ＧあるいはＮＲ（New Radio）と呼ばれる無線通信方式（以下、当該無線通信方式
を「ＮＲ」という。）の検討が進んでいる。５Ｇでは、１０Ｇｂｐｓ以上のスループット
を実現しつつ無線区間の遅延を１ｍｓ以下にするという要求条件を満たすために、様々な
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無線技術及びネットワークアーキテクチャの検討が行われている（例えば非特許文献１）
。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３００　Ｖ１５．４．０（２０１８－１２）
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３２１　Ｖ１５．４．０（２０１８－１２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＮＲでもＬＴＥと同様のランダムアクセス手順が規定されている（非特許文献２）。更
に、ＮＲでは、低遅延化、消費電力削減等のために、ステップ数の少ないランダムアクセ
ス手順（２ステップＲＡＣＨと呼ぶ）の検討が開始されている。
【０００５】
　しかし、ＲＡＲ（Random Access Response）を監視するための時間ウィンドウであるＲ
ＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを用いる動作に関して、２ステップＲＡＣＨを適切に実行できない場
合があるという課題がある。
【０００６】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、ステップ数を削減したランダムアクセ
ス手順において、ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウを用いた動作を適切
に実行することを可能とする技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　開示の技術によれば、　ランダムアクセス手順におけるメッセージをプリアンブルリソ
ースとＰＵＳＣＨリソースを用いて送信する送信部と、
　前記プリアンブルリソースと前記ＰＵＳＣＨリソースのうち、時間領域において後に終
了するリソースの後に、ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウを開始する制
御部と
　を備えるユーザ装置が提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　開示の技術によれば、ステップ数を削減したランダムアクセス手順において、ランダム
アクセス応答監視のための時間ウィンドウを用いた動作を適切に実行することを可能とす
る技術が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態における無線通信システムを説明するための図である。
【図２】４ステップＲＡＣＨを示す図である。
【図３】２ステップＲＡＣＨを示す図である。
【図４】実施例１におけるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの例を示す図である。
【図５】実施例１におけるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの例を示す図である。
【図６】実施例１におけるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの例を示す図である。
【図７】実施例１におけるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの例を示す図である。
【図８】実施例１におけるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの例を示す図である。
【図９】実施例２におけるユーザ装置の動作を説明するための図である。
【図１０】実施例２におけるユーザ装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【図１１】実施例３を説明するための図である。
【図１２】実施例３を説明するための図である。
【図１３】本発明の実施の形態における基地局装置１０の機能構成の一例を示す図である
。
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【図１４】本発明の実施の形態におけるユーザ装置２０の機能構成の一例を示す図である
。
【図１５】本発明の実施の形態における基地局装置１０又はユーザ装置２０のハードウェ
ア構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、以下で説明する実施の形
態は一例であり、本発明が適用される実施の形態は、以下の実施の形態に限られない。
【００１１】
　本発明の実施の形態の無線通信システムの動作にあたっては、適宜、既存技術が使用さ
れる。当該既存技術は、例えば既存のＮＲあるいはＬＴＥであるが、既存のＮＲあるいは
ＬＴＥに限られない。
【００１２】
　また、本明細書では、ＰＵＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＲＲＣ等の既存のＮＲあるいはＬＴＥ
の仕様書で使用されている用語を用いているが、本明細書で使用するチャネル名、プロト
コル名、信号名、機能名等で表わされるものが別の名前で呼ばれてもよい。
【００１３】
　（システム構成）
　図１は、本発明の実施の形態における無線通信システムを説明するための図である。本
発明の実施の形態における無線通信システムは、図１に示されるように、基地局装置１０
及びユーザ装置２０を含む。図１には、基地局装置１０及びユーザ装置２０が１つずつ示
されているが、これは例であり、それぞれ複数であってもよい。
【００１４】
　基地局装置１０は、１つ以上のセルを提供し、ユーザ装置２０と無線通信を行う通信装
置である。無線信号の物理リソースは、時間領域及び周波数領域で定義され、時間領域は
ＯＦＤＭシンボル数で定義されてもよいし、周波数領域はサブキャリア数又はリソースブ
ロック数で定義されてもよい。また、時間領域におけるＴＴＩ（Transmission Time Inte
rval）がスロットであってもよいし、ＴＴＩがサブフレームであってもよい。
【００１５】
　基地局装置１０は、同期信号及びシステム情報をユーザ装置２０に送信する。同期信号
は、例えば、ＮＲ－ＰＳＳ及びＮＲ－ＳＳＳである。システム情報は、例えば、ＮＲ－Ｐ
ＢＣＨあるいはＰＤＳＣＨにて送信され、ブロードキャスト情報ともいう。図１に示され
るように、基地局装置１０は、ＤＬ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ）で制御信号又はデータをユーザ
装置２０に送信し、ＵＬ（Ｕｐｌｉｎｋ）で制御信号又はデータをユーザ装置２０から受
信する。なお、ここでは、ＰＵＣＣＨ、ＰＤＣＣＨ等の制御チャネルで送信されるものを
制御信号と呼び、ＰＵＳＣＨ、ＰＤＳＣＨ等の共有チャネルで送信されるものをデータと
呼んでいるが、このような呼び方は一例である。
【００１６】
　ユーザ装置２０は、スマートフォン、携帯電話機、タブレット、ウェアラブル端末、Ｍ
２Ｍ（Machine-to-Machine）用通信モジュール等の無線通信機能を備えた通信装置である
。図１に示されるように、ユーザ装置２０は、ＤＬで制御信号又はデータを基地局装置１
０から受信し、ＵＬで制御信号又はデータを基地局装置１０に送信することで、無線通信
システムにより提供される各種通信サービスを利用する。なお、ユーザ装置２０をＵＥと
呼び、基地局装置１０をｇＮＢと呼んでもよい。
【００１７】
　（ランダムアクセス手順について）
　まず、図２を参照して、本実施の形態における無線通信システムにおいて実行される４
ステップのランダムアクセス手順の例を説明する。なお、本実施の形態では、ステップ数
を削減する対象となるＣＢＲＡ（Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　ｂａｓｅｄ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ、衝突型ランダムアクセス）について説明している。ＣＦＲＡ（Ｃｏｎｔｅｎ
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ｔｉｏｎ　Ｆｒｅｅ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ、非衝突型ランダムアクセス）では、
基本的にＵＥがＭｓｇ２を受信することでランダムアクセス手順が完了するので、そのま
までステップ数が少ない。ただし、本発明はＣＢＲＡに限定されるわけではなく、本発明
がＣＦＲＡに適用されてもよい。
【００１８】
　ＮＲでは、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック（ＳＳＢとも呼ぶ。同期信号ブロックあるいは同期
信号と呼んでもよい。）を選択することによりランダムアクセス手順を実行することもで
きるし、ＣＳＩ－ＲＳ（Channel State Information-Reference Signal）を選択すること
によりランダムアクセス手順を実行することもできる。
【００１９】
　基地局装置１０は、例えば、ビーム毎にＳＳＢ（又はＣＳＩ－ＲＳ）を送信し、ユーザ
装置２０は各ビームのＳＳＢ（又はＣＳＩ－ＲＳ）を監視する。ユーザ装置２０は、複数
のＳＳＢ（又はＣＳＩ－ＲＳ）のうち、受信電力が所定閾値よりも大きいＳＳＢ（又はＣ
ＳＩ－ＲＳ）を選択し、選択したＳＳＢ（又はＣＳＩ－ＲＳ）に対応するＰＲＡＣＨリソ
ース（ＰＲＡＣＨ　ｏｃｃａｓｉｏｎ）を用いてＭｅｓｓａｇｅ１（Ｍｓｇ１（＝ＲＡ　
ｐｒｅａｍｂｌｅ））を送信する（図２のＳ１）。以降、便宜上、ＲＡ　ｐｒｅａｍｂｌ
ｅをｐｒｅａｍｂｌｅと呼ぶ。
【００２０】
　基地局装置１０は、ｐｒｅａｍｂｌｅを検出すると、その応答であるＭｅｓｓａｇｅ２
（Ｍｓｇ２（＝ＲＡＲ））をユーザ装置２０に送信する（Ｓ２）。Ｍｓｇ２を受信したユ
ーザ装置２０は、所定の情報を含むＭｅｓｓａｇｅ３（Ｍｓｇ３）を基地局装置１０に送
信する（Ｓ３）。
【００２１】
　Ｍｓｇ３を受信した基地局装置１０は、Ｍｅｓｓａｇｅ４（Ｍｓｇ４）をユーザ装置１
０に送信する（Ｓ４）。ユーザ装置１０は、上記の所定の情報がＭｓｇ４に含まれている
ことを確認すると、当該Ｍｓｇ４が、上記のＭｓｇ３に対応する自分宛てのＭｓｇ４であ
ることを認識する(Contention resolution :OK)。
【００２２】
　上記のランダムアクセス手順は、４ステップからなるので、これを４ステップＲＡＣＨ
と呼ぶ。
【００２３】
　次に、低遅延化、消費電力削減等のために、ステップ数を削減したランダムアクセス手
順を図３を参照して説明する。
【００２４】
　Ｓ１１において、ユーザ装置２０は、ｐｒｅａｍｂｌｅとデータを有するＭｅｓｓａｇ
ｅＡ（ＭｓｇＡ）を基地局装置１０に送信する。一例として、ユーザ装置２０は、４ステ
ップＲＡＣＨでのＰＲＡＣＨリソース（ＰＲＡＣＨ　ｏｃｃａｓｉｏｎ）の選択と同様に
してＰＲＡＣＨリソースを選択して当該ＰＲＡＣＨリソースでｐｒｅａｍｂｌｅを送信す
るとともに、ＰＲＡＣＨリソースに紐付られたＰＵＳＣＨリソースでデータを送信する。
なお、ここでのｐｒｅａｍｂｌｅとデータは、例えば、４ステップＲＡＣＨでのＭｓｇ１
とＭｓｇ３に相当する。なお、２ステップＲＡＣＨにおいて、データを送信するためのリ
ソースはＰＵＳＣＨのリソースに限られるわけではなく、データ（あるいは制御情報）を
送信するいかなるチャネルのリソースを使用してもよい。
【００２５】
　Ｓ１２において、基地局装置１０は、ＭｅｓｓａｇｅＢ（ＭｓｇＢ）をユーザ装置２０
に送信する。ＭｓｇＢのコンテンツは、例えば、４ステップＲＡＣＨでのＭｓｇ２とＭｓ
ｇ４に相当する。
【００２６】
　上記のランダムアクセス手順は、２ステップからなるので、これを２ステップＲＡＣＨ
と呼ぶ。２ステップＲＡＣＨは、ステップ数を削減したランダムアクセス手順の例である
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。
【００２７】
　（課題に関する動作について）
　図２を参照して説明したＮＲの４ステップＲＡＣＨでは、ｐｒｅａｍｂｌｅ（Ｍｓｇ１
）が送信されるＰＲＡＣＨ　ｏｃｃａｓｉｏｎの最後のシンボルより１シンボル後以降の
最初のＣＯＲＥＳＥＴ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｅｔ）の最初のシンボル
からＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗが開始する。ＣＯＲＥＳＥＴは、制御情報を受信（監視）する
ためのリソースであり、ＲＲＣメッセージ等により基地局装置１０からユーザ装置２０に
設定されるものである。
【００２８】
　ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの時間長は、例えば、基地局装置１０からユーザ装置２０に設定
されるものである。４ステップＲＡＣＨにおいて、ユーザ装置２０は、ＲＡＲ　ｗｉｎｄ
ｏｗの開始から、自分宛てのＭｓｇ２を受信するまで（自分宛てのＭｓｇ２を受信しなけ
ればＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗが満了するまで）、制御情報を受信するためのリソースにおい
て、自分宛てのＭｓｇ２を監視する。
【００２９】
　２ステップＲＡＣＨでも同様に、ユーザ装置２０は、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの開始から
、自分宛てのＭｓｇＢを受信するまで（自分宛てのＭｓｇＢを受信しなければＲＡＲ　ｗ
ｉｎｄｏｗが満了するまで）、自分宛てのＭｓｇＢを監視する。ただし、２ステップＲＡ
ＣＨでのこの動作は例であり、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗに係る動作としてこの動作以外の動
作を実行してもよい。
【００３０】
　２ｓｔｅｐ　ＲＡＣＨではＭｓｇＡとしてＭｓｇ１（ｐｒｅａｍｂｌｅ）相当の情報と
Ｍｓｇ３（ＰＵＳＣＨによるデータ）相当の情報が送られることになる。これらｐｒｅａ
ｍｂｌｅとＰＵＳＣＨによるデータが異なる時間リソースで送信されることが考えられる
。
【００３１】
　ここで、ＰＵＳＣＨによるデータがｐｒｅａｍｂｌｅよりも後ろの時間リソースで送信
される場合において、ｐｒｅａｍｂｌｅの後かつＰＵＳＣＨの開始よりも早くＲＡＲ　ｗ
ｉｎｄｏｗ開始となる場合を想定する。この場合、ＭｓｇＡの送信が完了していないにも
関わらず、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗが開始することで、ユーザ装置２０は、Ｍｓｇ２あるい
はＭｓｇＢの受信にトライすることが考えられる。この場合、後述する実施例２のような
対策を実施しなければ、２ステップＲＡＣＨの手順から逸脱することで、ランダムアクセ
ス手順が適切に実施されない可能性がある。
【００３２】
　以下、上記の課題を解決するための本実施の形態に係る技術として、実施例１、実施例
２、実施例３を説明する。実施例１、実施例２、実施例３はいずれも図３に示した２ステ
ップＲＡＣＨにおけるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗに関わる動作例である。
【００３３】
　以下の説明において、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースは、ＰＲＡＣＨリソースあるいはＰＲ
ＡＣＨ　ｏｃｃａｓｉｏｎと呼んでもよい。また、ここでの「リソース」は、特に断らな
い限り、時間・周波数リソースである。
【００３４】
　（実施例１）
　＜ＰＵＳＣＨがｐｒｅａｍｂｌｅより後の場合＞
　図３のＳ１１におけるＭｓｇＡの送信において、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの時間領域
における後にＰＵＳＣＨリソースがある場合において、ユーザ装置２０は、ＰＵＳＣＨリ
ソースの後にＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始する。
【００３５】
　より詳細には、例えば、ユーザ装置２０は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースとＰＵＳＣＨリ
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ソースでＭｓｇＡを送信した後、ＰＵＳＣＨリソースの最後のシンボルより少なくとも１
シンボル後の最初のＣＯＲＥＳＥＴの最初のシンボルからＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始す
る。
【００３６】
　ＣＯＲＥＳＥＴは、制御情報を受信（監視）するためのリソースであり、基地局装置１
０からユーザ装置２０にＲＲＣメッセージ等により設定されたものである。ＲＡＲ　ｗｉ
ｎｄｏｗの時間長は、例えば、基地局装置１０からユーザ装置２０にＲＲＣメッセージ等
により設定されるものである。例えば、ユーザ装置２０は、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの開始
から、自分宛てのＭｓｇＢを受信するまで（自分宛てのＭｓｇＢを受信しなければＲＡＲ
　ｗｉｎｄｏｗが満了するまで）、ＣＯＲＥＳＥＴにおいて、自分宛てのＭｓｇＢを監視
する。
【００３７】
　図４は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの後にＰＵＳＣＨリソースがある場合の例１を示す
。なお、図４には、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ内のＣＯＲＥＳＥＴのイメージが示されている
。図４に示す例１では、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後から、間をあけて、ＰＵＳＣＨ
リソースが開始している。また、上述したとおり、ＰＵＳＣＨリソースの最後の後にＲＡ
Ｒ　ｗｉｎｄｏｗが開始している。
【００３８】
　図５は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの後にＰＵＳＣＨリソースがある場合の例２を示す
。図５に示す例２では、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの開始の後かつｐｒｅａｍｂｌｅリソ
ースの最後の前の時間位置でＰＵＳＣＨリソースが開始し、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの
最後の後にＰＵＳＣＨリソースが終了している。この場合でもＰＵＳＣＨリソースの最後
の後にＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗが開始する。
【００３９】
　＜ｐｒｅａｍｂｌｅがＰＵＳＣＨより後の場合＞
　図３のＳ１１におけるＭｓｇＡの送信において、ＰＵＳＣＨリソースの後にｐｒｅａｍ
ｂｌｅリソースがある場合において、ユーザ装置２０は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの後
にＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始する。
【００４０】
　より詳細には、例えば、ユーザ装置２０は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースとＰＵＳＣＨリ
ソースでＭｓｇＡを送信した後、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後のシンボルより少なく
とも１シンボル後の最初のＣＯＲＥＳＥＴの最初のシンボルからＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを
開始する。
【００４１】
　図６は、ＰＵＳＣＨリソースの後にｐｒｅａｍｂｌｅリソースがある場合の例１を示す
。図６に示す例１では、ＰＵＳＣＨリソースの最後から、間をあけて、ｐｒｅａｍｂｌｅ
リソースが開始している。また、上述したとおり、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後の後
にＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗが開始している。
【００４２】
　図７は、ＰＵＳＣＨリソースの後にｐｒｅａｍｂｌｅリソースがある場合の例２を示す
。図７に示す例２では、ＰＵＳＣＨリソースの開始の後かつＰＵＳＣＨリソースの最後の
前の時間位置でｐｒｅａｍｂｌｅリソースが開始し、ＰＵＳＣＨリソースの最後の後にｐ
ｒｅａｍｂｌｅリソースが終了している。この場合でもｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後
の後にＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗが開始する。
【００４３】
　＜ｐｒｅａｍｂｌｅの最後とＰＵＳＣＨの最後が同じ時間位置にある場合＞
　図８に示すように、ＰＵＳＣＨリソースの最後と、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後の
時間位置が同じ場合においては、ユーザ装置２０は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後の
シンボルより少なくとも１シンボル後の最初のＣＯＲＥＳＥＴの最初のシンボルからＲＡ
Ｒ　ｗｉｎｄｏｗを開始させることとしてもよいし、ＰＵＳＣＨリソースの最後のシンボ
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ルより少なくとも１シンボル後の最初のＣＯＲＥＳＥＴの最初のシンボルからＲＡＲ　ｗ
ｉｎｄｏｗを開始させることとしてもよい。
【００４４】
　＜ｐｒｅａｍｂｌｅとＰＵＳＣＨの前後関係が変わり得る場合＞
　ユーザ装置２０は、ユーザ装置２０が使用するｐｒｅａｍｂｌｅリソースとＰＵＳＣＨ
リソースを、例えば、基地局装置１０から受信した設定情報（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に基づき決定する。このような場合、ｐｒｅａｍｂｌｅリ
ソースとＰＵＳＣＨリソースの前後関係が設定情報等により変わり得る。つまり、設定に
応じて、図４～図８のいずれの前後関係にもなり得る。
【００４５】
　そこで、ユーザ装置２０は、ＰＵＳＣＨリソースとｐｒｅａｍｂｌｅリソースのうち、
終了が時間的に後のリソースの後にＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始することとしてもよい。
【００４６】
　より詳細には、例えば、ユーザ装置２０は、ＰＵＳＣＨリソースとｐｒｅａｍｂｌｅリ
ソースのうち、終了が時間領域で後のリソースの最後のシンボルより少なくとも１シンボ
ル後の最初のＣＯＲＥＳＥＴの最初のシンボルからＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始する。
【００４７】
　実施例１で説明した手法により、ＭｓｇＡの送信が完了してからＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ
が開始するので、２ステップＲＡＣＨの手順から逸脱することなく、ランダムアクセス手
順を適切に実施できる。
【００４８】
　（実施例２）
　実施例２は、図３のＳ１１におけるＭｓｇＡの送信において、ｐｒｅａｍｂｌｅリソー
スの後にＰＵＳＣＨリソースがある場合についての動作の例である。図９に例を示してい
る。図９は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後とＰＵＳＣＨリソースの先頭との間に時間
の空きがある例である。
【００４９】
　図９に示すように、ユーザ装置２０は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースでｐｒｅａｍｂｌｅ
を送信し、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースの最後のシンボルより少なくとも１シンボル後の最
初のＣＯＲＥＳＥＴの最初のシンボルからＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始し、ＲＡＲ　ｗｉ
ｎｄｏｗ内でＰＤＣＣＨのモニタリングを行って、Ｍｓｇ２の受信を試みる。
【００５０】
　図９に示す例において、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ開始から、ＰＵＳＣＨによるＭｓｇＡの
送信タイミング（ＰＵＳＣＨの時間リソースの開始）までの間に、ユーザ装置２０が、ユ
ーザ装置２０自身が送信したｐｒｅａｍｂｌｅに対応するＲＡＲ（Ｍｓｇ２）を受信でき
た場合、ユーザ装置２０は４ステップＲＡＣＨにフォールバックし、その後はＭｓｇ３と
してＰＵＳＣＨのリソースでデータを送信する。その後、ユーザ装置２０は基地局装置１
０からＭｓｇ４を受信する。
【００５１】
　なお、ユーザ装置２０自身が送信したｐｒｅａｍｂｌｅに対応するＲＡＲとは、例えば
、ＲＡＲ中にユーザ装置２０自身が送信したｐｒｅａｍｂｌｅのインデックスが含まれて
いるＲＡＲである。ユーザ装置２０自身が送信したｐｒｅａｍｂｌｅに対応するＲＡＲを
、"ユーザ装置２０宛てのＲＡＲ"と呼んでもよい。
【００５２】
　図９に示す例において、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ開始から、ＰＵＳＣＨによるＭｓｇＡの
送信タイミング（ＰＵＳＣＨの時間リソースの開始）までの間に、ユーザ装置２０が、ユ
ーザ装置２０自身が送信したｐｒｅａｍｂｌｅに対応するＲＡＲ（Ｍｓｇ２）を受信でき
なかった場合、ユーザ装置２０は、２ステップＲＡＣＨの手順を続行し、ＭｓｇＡ（の一
部）として、ＰＵＳＣＨリソースでＭｓｇ３を送信する。
【００５３】
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　なお、ユーザ装置２０自身が送信したｐｒｅａｍｂｌｅに対応するＲＡＲ（Ｍｓｇ２）
を受信できなかった場合とは、例えば、ユーザ装置２０が全くＲＡＲを受信していない場
合、ＲＡＲを受信したがユーザ装置２０宛てではないＲＡＲを受信した場合、等である。
【００５４】
　図１０は、上記の処理内容に対応するフローチャートである。図１０に示すとおり、ユ
ーザ装置２０は、図９を参照して説明したタイミングで、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始し
（Ｓ１０１）、ＰＤＣＣＨのモニタリングを行う（Ｓ１０２）。Ｓ１０３において、ユー
ザ装置２０がユーザ装置２０宛てのＲＡＲを受信した場合、Ｓ１０４に進み、ユーザ装置
２０は４ステップＲＡＣＨにフォールバックする。
【００５５】
　Ｓ１０３において、ユーザ装置２０が、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ開始から、ＰＵＳＣＨに
よるＭｓｇＡの送信タイミング（ＰＵＳＣＨの時間リソースの開始）までの間に、ユーザ
装置２０宛てのＲＡＲを受信できなかった場合、ユーザ装置２０は、２ステップＲＡＣＨ
の手順を続行し、ＭｓｇＡ（の一部）として、ＰＵＳＣＨリソースでＭｓｇ３を送信する
。
【００５６】
　上記のＳ１０４において、すなわち、ユーザ装置２０が４ステップＲＡＣＨにフォール
バックしＭｓｇ３を送信する場合において、ユーザ装置２０がＭｓｇ３送信のために使用
するＰＵＳＣＨリソースに関して、下記のオプション１～３がある。
【００５７】
　＜オプション１＞
　ユーザ装置２０は、ＲＡＲ（Ｍｓｇ２）に含まれるＵＬグラント（Ｍｓｇ３のスケジュ
ーリング情報）に基づいてＭｓｇ３のＰＵＳＣＨリソースを選択する。
【００５８】
　＜オプション２＞
　ユーザ装置２０は、ＭｓｇＡにおけるＰＵＳＣＨリソースを利用してＭｓｇ３を送信す
る。
【００５９】
　＜オプション３＞
　ユーザ装置２０は、受信したＲＡＲにＵＬグラントが含まれていればオプション１を実
行し、受信したＲＡＲにＵＬグラントが含まれていなければオプション２を実行する。Ｒ
ＡＲにＵＬグラントが含まれていないとは、例えば、ＵＬグラントがある指定したビット
列である場合、ＲＡＲ内の所定のビットによってＵＬグラントをＭｓｇ３に利用しないこ
とが通知されている場合、等である。
【００６０】
　実施例２で説明した手法により、２ステップＲＡＣＨにおいて、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ
を適切な時間位置から開始できる。また、ＭｓｇＡの送信が完了する前に、Ｍｓｇ２の受
信を試み、Ｍｓｇ２を受信できれば、Ｍｓｇ３を送信するので、遅延を削減できる効果が
ある。
【００６１】
　（実施例３）
　次に、実施例３を説明する。実施例３は、実施例１、実施例２のいずれにも適用可能で
ある。実施例３で説明するＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗは、実施例１で説明した方法で開始され
るＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗでもよいし、実施例２で説明した方法で開始されるＲＡＲ　ｗｉ
ｎｄｏｗでもよい。また、実施例３で説明するＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗは、実施例１で説明
した方法で開始されるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ、実施例２で説明した方法で開始されるＲＡ
Ｒ　ｗｉｎｄｏｗのいずれとも異なる方法で開始されるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗでもよい。
【００６２】
　また、実施例３では、ユーザ装置２０がＭｓｇＡの送信後にＭｓｇ２とＭｓｇＢを同時
にモニタリングすることを想定しているが、モニタリングするＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗは、
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Ｍｓｇ２とＭｓｇＢで共通のＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗであってもよいし、Ｍｓｇ２とＭｓｇ
Ｂでそれぞれ別のＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗであってもよい。
【００６３】
　図３で説明した２ステップＲＡＣＨにおいて、ユーザ装置２０がＭｓｇＡを送信し、基
地局装置１０はＭｓｇＡのｐｒｅａｍｂｌｅを受信できたが、ＭｓｇＡのＰＵＳＣＨによ
るデータを受信できなかった場合を考える。このとき、ユーザ装置２０から送信されたｐ
ｒｅａｍｂｌｅが、２ステップＲＡＣＨのものか４ステップＲＡＣＨのものかを基地局装
置１０が区別できないとした場合、基地局装置１０は、Ｍｓｇ２を送信することになる。
【００６４】
　しかし、ユーザ装置２０はＭｓｇＡを送信しているためＭｓｇＢを期待しており、これ
に反してＭｓｇ２を受信するので、２ステップＲＡＣＨの手順から逸脱してしまう。
【００６５】
　ユーザ装置２０から送信されたｐｒｅａｍｂｌｅが２ステップＲＡＣＨのものか４ステ
ップＲＡＣＨのものかを基地局装置１０が区別可能（例えばリソースが別等）である場合
でも、２ステップＲＡＣＨの手順のままではＭｓｇＡの再送等が必要になるため遅延が大
きくなる。
【００６６】
　そこで、実施例３では、ユーザ装置２０が、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ内で自身が送信した
ｐｒｅａｍｂｌｅに対応するＲＡＲ（Ｍｓｇ２）を受信した場合に、４ステップＲＡＣＨ
にフォールバックしてＭｓｇ３としてＰＵＳＣＨによりデータを送信する。ここでの"Ｒ
ＡＲ（Ｍｓｇ２）を受信する"とは、ＭｓｇＢ（＝Ｍｓｇ２＋Ｍｓｇ４）を受信しないが
ＲＡＲ（Ｍｓｇ２）を受信することである。ユーザ装置２０は、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ内
でユーザ装置２０宛てのＭｓｇＢを受信した場合には２ステップＲＡＣＨを続ける。
【００６７】
　ファールバック後のＭｓｇ３送信のためのＰＵＳＣＨリソースについては実施例２で説
明したオプション１～３を適用できる。
【００６８】
　図１１に例１を示す。図１１は、実施例１の図４を参照して説明した方法でＲＡＲ　ｗ
ｉｎｄｏｗが開始する場合の例を示している。
【００６９】
　図１１に示すように、ユーザ装置２０は、ｐｒｅａｍｂｌｅリソースとＰＵＳＣＨリソ
ースでＭｓｇＡを送信する。基地局装置１０は、ＭｓｇＡのうち、ｐｒｅａｍｂｌｅを受
信できたが、ＰＵＳＣＨによるデータを受信できなかったと想定する。
【００７０】
　ユーザ装置２０は、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始する。基地局装置１０は、ＭｓｇＢで
はなくＭｓｇ２を送信する。ユーザ装置２０はＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ内で当該Ｍｓｇ２を
受信するので、４ステップＲＡＣＨにフォールバックし、ＰＵＳＣＨでＭｓｇ３を送信す
る。
【００７１】
　図１２に例２を示す。図１２は、実施例２の図９を参照して説明した方法でＲＡＲ　ｗ
ｉｎｄｏｗが開始する場合の例を示している。例２の動作は例１と同様である。なお、実
施例２では、ＭｓｇＡのＰＵＳＣＨより前にＭｓｇ２を受信した場合に４ステップＲＡＣ
Ｈへのフォールバックを行うこととしているが、実施例３では、"ＭｓｇＡのＰＵＳＣＨ
より前"という限定なく、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ内でＭｓｇ２を受信した場合にフォール
バックを実施することとしている。
【００７２】
　実施例３では、ユーザ装置２０は、ＭｓｇＡを送信した後、Ｍｓｇ２とＭｓｇＢを同時
にモニタリングする。モニタリングにおいて下記のオプション１～３がある。
【００７３】
　＜オプション１＞
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　ユーザ装置２０は、異なるＲＮＴＩによってＭｓｇ２とＭｓｇＢを区別する。例えば、
ユーザ装置２０は、ＲＮＴＩ－Ａにより検出したＤＣＩ（ＰＤＣＣＨにより送信される制
御情報）に基づき受信するＰＤＳＣＨのデータをＭｓｇ２と判断し、ＲＮＴＩ－Ｂにより
検出したＤＣＩに基づき受信するＰＤＳＣＨのデータをＭｓｇＢと判断する。例えば、ユ
ーザ装置２０は、ＲＮＴＩの計算式において、Ｍｓｇ２を指定するパラメータを使用して
ＲＮＴＩを計算することでＲＮＴＩ－Ａを算出し、ＭｓｇＢを指定するパラメータを使用
してＲＮＴＩを計算することでＲＮＴＩ－Ｂを算出する。
【００７４】
　＜オプション２＞
　Ｍｓｇ２もしくはＭｓｇＢの制御信号（ＰＤＣＣＨ）によって該当メッセージがＭｓｇ
２あるいはＭｓｇＢであるかが通知されてもよい。つまり、ユーザ装置２０は、ＰＤＣＣ
ＨでＤＣＩを受信し、ＤＣＩにおいてＭｓｇ２が送信されることを示す情報を検出すると
、ＰＤＳＣＨで受信するデータがＭｓｇ２であると判断する。また、ユーザ装置２０は、
ＰＤＣＣＨでＤＣＩを受信し、ＤＣＩにおいてＭｓｇＢが送信されることを示す情報を検
出すると、ＰＤＳＣＨで受信するデータがＭｓｇＢであると判断する。
【００７５】
　＜オプション３＞
　Ｍｓｇ２もしくはＭｓｇＢのｐａｙｌｏａｄ内で、該当メッセージがＭｓｇ２もしくは
ＭｓｇＢであるかが通知されてもよい。この場合、ｐａｙｌｏａｄ内の情報で明示的にＭ
ｓｇ２もしくはＭｓｇＢであるかが通知されてもよい。例えば、ｐａｙｌｏａｄのあるビ
ットが１（あるいは０）であればＭｓｇ２を示す、ｐａｙｌｏａｄのあるビットが０（あ
るいは１）であればＭｓｇＢを示す、などとしてもよい。この場合、ユーザ装置２０は、
当該ビットによりＭｓｇ２であるかもしくはＭｓｇＢであるかを判断できる。
【００７６】
　また、ｐａｙｌｏａｄ内にどのような情報が含まれているかによって暗示的にＭｓｇ２
もしくはＭｓｇＢであるかをユーザ装置２０が認識してもよい。例えば、ユーザ装置２０
は、メッセージにおいて、ＭｓｇＢにしか含まれない情報があることを確認すると、当該
メッセージがＭｓｇＢであると判断する。
【００７７】
　また、ユーザ装置２０は、メッセージ内のある情報列が、規定された情報列である場合
に、当該メッセージがＭｓｇ２もしくはＭｓｇＢであると判断してもよい。
【００７８】
　実施例３によれば、２ステップＲＡＣＨを開始したユーザ装置２０が、ＭｓｇＢではな
くＭｓｇ２を受信した場合でも、４ステップＲＡＣＨにフォールバックして適切にランダ
ムアクセス手順を継続することができる。
【００７９】
　（装置構成）
　次に、これまでに説明した処理及び動作を実行する基地局装置１０及びユーザ装置２０
の機能構成例を説明する。基地局装置１０及びユーザ装置２０は上述した実施例１～３を
実施する機能を含む。ただし、基地局装置１０及びユーザ装置２０はそれぞれ、実施例１
～３のうちのいずれかの実施例の機能のみを備えることとしてもよい。
【００８０】
　＜基地局装置１０＞
　図１３は、基地局装置１０の機能構成の一例を示す図である。図１３に示されるように
、基地局装置１０は、送信部１１０と、受信部１２０と、設定部１３０と、制御部１４０
とを有する。図１３に示される機能構成は一例に過ぎない。本発明の実施の形態に係る動
作を実行できるのであれば、機能区分及び機能部の名称はどのようなものでもよい。
【００８１】
　送信部１１０は、ユーザ装置２０側に送信する信号を生成し、当該信号を無線で送信す
る機能を含む。受信部１２０は、ユーザ装置２０から送信された各種の信号を受信し、受
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信した信号から、例えばより上位のレイヤの情報を取得する機能を含む。また、送信部１
１０は、ユーザ装置２０へＮＲ－ＰＳＳ、ＮＲ－ＳＳＳ、ＮＲ－ＰＢＣＨ、ＤＬ／ＵＬ制
御信号、ＤＬデータ等を送信する機能を有する。
【００８２】
　設定部１３０は、予め設定される設定情報、及び、ユーザ装置２０に送信する各種の設
定情報を記憶装置に格納し、必要に応じて記憶装置から読み出す。設定情報の内容は、例
えば、ランダムアクセス手順のために用いるｐｒｅａｍｂｌｅリソース、ＰＵＳＣＨリソ
ース、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ長等である。
【００８３】
　制御部１４０は、例えば、ユーザ装置２０から受信するｐｒｅａｍｂｌｅのリソース等
に基づきユーザ装置２０において使用されるＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗの開始を判断し、ＲＡ
Ｒ　ｗｉｎｄｏｗの期間の制御リソースで制御情報を送信するよう送信部１１０に指示す
る。なお、制御部１４０における信号送信に関する機能部を送信部１１０に含め、制御部
１４０における信号受信に関する機能部を受信部１２０に含めてもよい。
【００８４】
　＜ユーザ装置２０＞
　図１４は、ユーザ装置２０の機能構成の一例を示す図である。図１４に示されるように
、ユーザ装置２０は、送信部２１０と、受信部２２０と、設定部２３０と、制御部２４０
とを有する。図１４に示される機能構成は一例に過ぎない。本発明の実施の形態に係る動
作を実行できるのであれば、機能区分及び機能部の名称はどのようなものでもよい。
【００８５】
　送信部２１０は、送信データから送信信号を作成し、当該送信信号を無線で送信する。
受信部２２０は、各種の信号を無線受信し、受信した物理レイヤの信号からより上位のレ
イヤの信号を取得する。
【００８６】
　設定部２３０は、受信部２２０により基地局装置１０から受信した各種の設定情報を記
憶装置に格納し、必要に応じて記憶装置から読み出す。また、設定部２３０は、予め設定
される設定情報も格納する。設定情報の内容は、例えば、ランダムアクセス手順のために
用いるｐｒｅａｍｂｌｅリソース、ＰＵＳＣＨリソース、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗ長等であ
る。
【００８７】
　制御部２４０は、実施例１、２で説明したように、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始させる
制御を実行する。また、制御部２４０は、実施例２、３で説明したように、フォールバッ
クの制御を実行する。すなわち、実施例１の動作を行う場合、制御部２４０は、プリアン
ブルリソースとＰＵＳＣＨリソースのうち、時間的に後に終了するリソースの後に、ＲＡ
Ｒ　ｗｉｎｄｏｗを開始する。実施例２の動作を行う場合、制御部２４０は、プリアンブ
ルリソースの終了後のＰＵＳＣＨリソースの開始前にＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗを開始する。
実施例３の動作を行う場合、制御部２４０は、ＲＡＲ　ｗｉｎｄｏｗをにおいて受信した
メッセージが、プリアンブルリソースで送信されたプリアンブルに対応するＲＡＲ（Ｍｓ
ｇ２）であるかどうかを判断し、ＲＡＲ（Ｍｓｇ２）である場合に、ＰＵＳＣＨリソース
を用いてデータ（Ｍｓｇ３）を送信するよう送信部２１０に指示する。なお、制御部２４
０における信号送信に関する機能部を送信部２１０に含め、制御部２４０における信号受
信に関する機能部を受信部２２０に含めてもよい。
【００８８】
　（ハードウェア構成）
　上記実施形態の説明に用いたブロック図（図１３及び図１４）は、機能単位のブロック
を示している。これらの機能ブロック（構成部）は、ハードウェア及びソフトウェアの少
なくとも一方の任意の組み合わせによって実現される。また、各機能ブロックの実現方法
は特に限定されない。すなわち、各機能ブロックは、物理的又は論理的に結合した１つの
装置を用いて実現されてもよいし、物理的又は論理的に分離した２つ以上の装置を直接的
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又は間接的に（例えば、有線、無線などを用いて）接続し、これら複数の装置を用いて実
現されてもよい。機能ブロックは、上記１つの装置又は上記複数の装置にソフトウェアを
組み合わせて実現されてもよい。
【００８９】
　機能には、判断、決定、判定、計算、算出、処理、導出、調査、探索、確認、受信、送
信、出力、アクセス、解決、選択、選定、確立、比較、想定、期待、見做し、報知（broa
dcasting）、通知（notifying）、通信（communicating）、転送（forwarding）、構成（
configuring）、再構成（reconfiguring）、割り当て（allocating、mapping）、割り振
り（assigning）などがあるが、これらに限られない。たとえば、送信を機能させる機能
ブロック（構成部）は、送信部（transmitting　unit）あるいは送信機（transmitter）
と呼称される。いずれも、上述したとおり、実現方法は特に限定されない。
【００９０】
　例えば、本開示の一実施の形態における基地局装置１０、ユーザ装置２０等は、本開示
の無線通信方法の処理を行うコンピュータとして機能してもよい。図１５は、本開示の一
実施の形態に係る基地局装置１０及びユーザ装置２０のハードウェア構成の一例を示す図
である。上述の基地局装置１０及びユーザ装置２０は、物理的には、プロセッサ１００１
、記憶装置１００２、補助記憶装置１００３、通信装置１００４、入力装置１００５、出
力装置１００６、バス１００７などを含むコンピュータ装置として構成されてもよい。
【００９１】
　なお、以下の説明では、「装置」という文言は、回路、デバイス、ユニット等に読み替
えることができる。基地局装置１０及びユーザ装置２０のハードウェア構成は、図に示し
た各装置を１つ又は複数含むように構成されてもよいし、一部の装置を含まずに構成され
てもよい。
【００９２】
　基地局装置１０及びユーザ装置２０における各機能は、プロセッサ１００１、記憶装置
１００２等のハードウェア上に所定のソフトウェア（プログラム）を読み込ませることに
よって、プロセッサ１００１が演算を行い、通信装置１００４による通信を制御したり、
記憶装置１００２及び補助記憶装置１００３におけるデータの読み出し及び書き込みの少
なくとも一方を制御したりすることによって実現される。
【００９３】
　プロセッサ１００１は、例えば、オペレーティングシステムを動作させてコンピュータ
全体を制御する。プロセッサ１００１は、周辺装置とのインタフェース、制御装置、演算
装置、レジスタ等を含む中央処理装置（ＣＰＵ：Central Processing Unit）で構成され
てもよい。例えば、上述の制御部１４０、制御部２４０等は、プロセッサ１００１によっ
て実現されてもよい。
【００９４】
　また、プロセッサ１００１は、プログラム（プログラムコード）、ソフトウェアモジュ
ール又はデータ等を、補助記憶装置１００３及び通信装置１００４の少なくとも一方から
記憶装置１００２に読み出し、これらに従って各種の処理を実行する。プログラムとして
は、上述の実施の形態において説明した動作の少なくとも一部をコンピュータに実行させ
るプログラムが用いられる。例えば、図１３に示した基地局装置１０の制御部１４０は、
記憶装置１００２に格納され、プロセッサ１００１で動作する制御プログラムによって実
現されてもよい。また、例えば、図１４に示したユーザ装置２０の制御部２４０は、記憶
装置１００２に格納され、プロセッサ１００１で動作する制御プログラムによって実現さ
れてもよい。上述の各種処理は、１つのプロセッサ１００１によって実行される旨を説明
してきたが、２以上のプロセッサ１００１により同時又は逐次に実行されてもよい。プロ
セッサ１００１は、１以上のチップによって実装されてもよい。なお、プログラムは、電
気通信回線を介してネットワークから送信されてもよい。
【００９５】
　記憶装置１００２は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体であり、例えば、ＲＯＭ（
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Read Only Memory）、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable ROM）、ＥＥＰＲＯＭ（Elect
rically Erasable Programmable ROM）、ＲＡＭ（Random Access Memory）等の少なくと
も１つによって構成されてもよい。記憶装置１００２は、レジスタ、キャッシュ、メイン
メモリ（主記憶装置）等と呼ばれてもよい。記憶装置１００２は、本開示の一実施の形態
に係る通信方法を実施するために実行可能なプログラム（プログラムコード）、ソフトウ
ェアモジュール等を保存することができる。
【００９６】
　補助記憶装置１００３は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体であり、例えば、ＣＤ
－ＲＯＭ（Compact Disc ROM）等の光ディスク、ハードディスクドライブ、フレキシブル
ディスク、光磁気ディスク（例えば、コンパクトディスク、デジタル多用途ディスク、Ｂ
ｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク）、スマートカード、フラッシュメモリ（例えば、カ
ード、スティック、キードライブ）、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ
等の少なくとも１つによって構成されてもよい。補助記憶装置１００３は、補助記憶装置
と呼ばれてもよい。上述の記憶媒体は、例えば、記憶装置１００２及び補助記憶装置１０
０３の少なくとも一方を含むデータベース、サーバその他の適切な媒体であってもよい。
【００９７】
　通信装置１００４は、有線ネットワーク及び無線ネットワークの少なくとも一方を介し
てコンピュータ間の通信を行うためのハードウェア（送受信デバイス）であり、例えばネ
ットワークデバイス、ネットワークコントローラ、ネットワークカード、通信モジュール
などともいう。通信装置１００４は、例えば周波数分割複信（ＦＤＤ：Frequency　Divis
ion　Duplex）及び時分割複信（ＴＤＤ：Time　Division　Duplex）の少なくとも一方を
実現するために、高周波スイッチ、デュプレクサ、フィルタ、周波数シンセサイザなどを
含んで構成されてもよい。例えば、送受信アンテナ、アンプ部、送受信部、伝送路インタ
ーフェース等は、通信装置１００４によって実現されてもよい。送受信部は、送信部と受
信部とで、物理的に、または論理的に分離された実装がなされてもよい。
【００９８】
　入力装置１００５は、外部からの入力を受け付ける入力デバイス（例えば、キーボード
、マウス、マイクロフォン、スイッチ、ボタン、センサ等）である。出力装置１００６は
、外部への出力を実施する出力デバイス（例えば、ディスプレイ、スピーカー、LEDラン
プ等）である。なお、入力装置１００５及び出力装置１００６は、一体となった構成（例
えば、タッチパネル）であってもよい。
【００９９】
　また、プロセッサ１００１及び記憶装置１００２等の各装置は、情報を通信するための
バス１００７によって接続される。バス１００７は、単一のバスを用いて構成されてもよ
いし、装置間ごとに異なるバスを用いて構成されてもよい。
【０１００】
　また、基地局装置１０及びユーザ装置２０は、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ：Digital Signal Processor）、ＡＳＩＣ（Application Specific Integ
rated Circuit）、ＰＬＤ（Programmable Logic Device）、ＦＰＧＡ（Field Programmab
le Gate Array）等のハードウェアを含んで構成されてもよく、当該ハードウェアにより
、各機能ブロックの一部又は全てが実現されてもよい。例えば、プロセッサ１００１は、
これらのハードウェアの少なくとも１つを用いて実装されてもよい。
【０１０１】
　（実施の形態のまとめ）
　以上、説明したように、本明細書には少なくとも下記の各項に記載されたユーザ装置及
び制御方法が開示されている。
（第１項）
　ランダムアクセス手順におけるメッセージをプリアンブルリソースとＰＵＳＣＨリソー
スを用いて送信する送信部と、
　前記プリアンブルリソースと前記ＰＵＳＣＨリソースのうち、時間領域において後に終
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了するリソースの後に、ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウを開始する制
御部と
　を備えるユーザ装置。
（第２項）
　前記制御部は、前記リソースの最後のシンボルより少なくとも１シンボル後の最初の制
御リソースセットから前記時間ウィンドウを開始する
　第１項に記載のユーザ装置。
（第３項）
　ランダムアクセス手順におけるメッセージを送信するためのプリアンブルリソースとＰ
ＵＳＣＨリソースのうち、前記プリアンブルリソースを用いてプリアンブルを送信する送
信部と、
　前記プリアンブルリソースの終了後の前記ＰＵＳＣＨリソースの開始前にランダムアク
セス応答監視のための時間ウィンドウを開始する制御部と
　を備えるユーザ装置。
（第４項）
　前記ユーザ装置が、前記時間ウィンドウにおいて、前記ユーザ装置宛てのランダムアク
セス応答を受信した場合に、前記送信部は、前記ＰＵＳＣＨリソースを用いてデータを送
信する、又は、前記ランダムアクセス応答に含まれるＵＬグラントに基づき選択したＰＵ
ＳＣＨリソースを用いてデータを送信する
　第３項に記載のユーザ装置。
（第５項）
　ランダムアクセス手順におけるメッセージをプリアンブルリソースとＰＵＳＣＨリソー
スを用いて送信する送信部と、
　ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウにおいて受信したメッセージが、前
記プリアンブルリソースで送信されたプリアンブルに対応するランダムアクセス応答であ
る場合に、ＰＵＳＣＨリソースを用いてデータを送信する送信部と
　を備えるユーザ装置。
（第６項）
　ランダムアクセス手順におけるメッセージをプリアンブルリソースとＰＵＳＣＨリソー
スを用いて送信するステップと、
　前記プリアンブルリソースと前記ＰＵＳＣＨリソースのうち、時間領域において後に終
了するリソースの後に、ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウを開始するス
テップと
　を備えるユーザ装置が実行する制御方法。
（第７項）
　ランダムアクセス手順におけるメッセージを送信するためのプリアンブルリソースとＰ
ＵＳＣＨリソースのうち、前記プリアンブルリソースを用いてプリアンブルを送信するス
テップと、
　前記プリアンブルリソースの終了後の前記ＰＵＳＣＨリソースの開始前にランダムアク
セス応答監視のための時間ウィンドウを開始するステップと
　を備えるユーザ装置が実行する制御方法。
【０１０２】
　第１項、第３項、第５項～第７項のいずれの技術によっても、ステップ数を削減したラ
ンダムアクセス手順において、ランダムアクセス応答監視のための時間ウィンドウを用い
た動作を適切に実行することが可能となる。また、第２項の技術によれば、時間ウィンド
ウを開始の開始位置を正確に決めることができる。また、第５項の技術によれば、ユーザ
装置宛てのランダムアクセス応答を受信した場合において、データ送信に使用するＰＵＳ
ＣＨリソースを適切に決めることができる。
【０１０３】
　（実施形態の補足）
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　以上、本発明の実施の形態を説明してきたが、開示される発明はそのような実施形態に
限定されず、当業者は様々な変形例、修正例、代替例、置換例等を理解するであろう。発
明の理解を促すため具体的な数値例を用いて説明がなされたが、特に断りのない限り、そ
れらの数値は単なる一例に過ぎず適切な如何なる値が使用されてもよい。上記の説明にお
ける項目の区分けは本発明に本質的ではなく、２以上の項目に記載された事項が必要に応
じて組み合わせて使用されてよいし、ある項目に記載された事項が、別の項目に記載され
た事項に（矛盾しない限り）適用されてよい。機能ブロック図における機能部又は処理部
の境界は必ずしも物理的な部品の境界に対応するとは限らない。複数の機能部の動作が物
理的には１つの部品で行われてもよいし、あるいは１つの機能部の動作が物理的には複数
の部品により行われてもよい。実施の形態で述べた処理手順については、矛盾の無い限り
処理の順序を入れ替えてもよい。処理説明の便宜上、基地局装置１０及びユーザ装置２０
は機能的なブロック図を用いて説明されたが、そのような装置はハードウェアで、ソフト
ウェアで又はそれらの組み合わせで実現されてもよい。本発明の実施の形態に従って基地
局装置１０が有するプロセッサにより動作するソフトウェア及び本発明の実施の形態に従
ってユーザ装置２０が有するプロセッサにより動作するソフトウェアはそれぞれ、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ＥＰ
ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、レジスタ、ハードディスク（ＨＤＤ）、リムーバブルディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、データベース、サーバその他の適切な如何なる記憶媒体に保存されてもよ
い。
【０１０４】
　また、情報の通知は、本開示で説明した態様／実施形態に限られず、他の方法を用いて
行われてもよい。例えば、情報の通知は、物理レイヤシグナリング（例えば、ＤＣＩ（Do
wnlink Control Information）、ＵＣＩ（Uplink Control Information））、上位レイヤ
シグナリング（例えば、ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリング、ＭＡＣ（Medi
um Access Control）シグナリング、報知情報（ＭＩＢ（Master Information Block）、
ＳＩＢ（System Information Block））、その他の信号又はこれらの組み合わせによって
実施されてもよい。また、ＲＲＣシグナリングは、ＲＲＣメッセージと呼ばれてもよく、
例えば、ＲＲＣ接続セットアップ（RRC Connection Setup）メッセージ、ＲＲＣ接続再構
成（RRC Connection Reconfiguration）メッセージ等であってもよい。
【０１０５】
　本開示において説明した各態様／実施形態は、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）、Ｌ
ＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）、ＳＵＰＥＲ　３Ｇ、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ、４Ｇ（4th
　generation　mobile　communication　system）、５Ｇ（5th　generation　mobile　co
mmunication　system）、ＦＲＡ（Future　Radio　Access）、ＮＲ（new　Radio）、Ｗ－
ＣＤＭＡ（登録商標）、ＧＳＭ（登録商標）、ＣＤＭＡ２０００、ＵＭＢ（Ultra　Mobil
e　Broadband）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ　８０
２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ　８０２．２０、ＵＷＢ（Ultra-WideBa
nd）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、その他の適切なシステムを利用するシステム及
びこれらに基づいて拡張された次世代システムの少なくとも一つに適用されてもよい。ま
た、複数のシステムが組み合わされて（例えば、ＬＴＥ及びＬＴＥ－Ａの少なくとも一方
と５Ｇとの組み合わせ等）適用されてもよい。
【０１０６】
　本明細書で説明した各態様／実施形態の処理手順、シーケンス、フローチャート等は、
矛盾の無い限り、順序を入れ替えてもよい。例えば、本開示において説明した方法につい
ては、例示的な順序を用いて様々なステップの要素を提示しており、提示した特定の順序
に限定されない。
【０１０７】
　本明細書において基地局装置１０によって行われるとした特定動作は、場合によっては
その上位ノード（upper node）によって行われることもある。基地局装置１０を有する１
つ又は複数のネットワークノード（network nodes）からなるネットワークにおいて、ユ
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ーザ装置２０との通信のために行われる様々な動作は、基地局装置１０及び基地局装置１
０以外の他のネットワークノード（例えば、ＭＭＥ又はＳ－ＧＷ等が考えられるが、これ
らに限られない）の少なくとも１つによって行われ得ることは明らかである。上記におい
て基地局装置１０以外の他のネットワークノードが１つである場合を例示したが、他のネ
ットワークノードは、複数の他のネットワークノードの組み合わせ（例えば、ＭＭＥ及び
Ｓ－ＧＷ）であってもよい。
【０１０８】
　本開示において説明した情報又は信号等は、上位レイヤ（又は下位レイヤ）から下位レ
イヤ（又は上位レイヤ）へ出力され得る。複数のネットワークノードを介して入出力され
てもよい。
【０１０９】
　入出力された情報等は特定の場所（例えば、メモリ）に保存されてもよいし、管理テー
ブルを用いて管理してもよい。入出力される情報等は、上書き、更新、又は追記され得る
。出力された情報等は削除されてもよい。入力された情報等は他の装置へ送信されてもよ
い。
【０１１０】
　本開示における判定は、１ビットで表される値（０か１か）によって行われてもよいし
、真偽値（Boolean：true又はfalse）によって行われてもよいし、数値の比較（例えば、
所定の値との比較）によって行われてもよい。
【０１１１】
　ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語と呼ばれるか、他の名称で呼ばれるかを問わず、命令、命令セット、
コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウ
ェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッ
ケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、手
順、機能などを意味するよう広く解釈されるべきである。
【０１１２】
　また、ソフトウェア、命令、情報などは、伝送媒体を介して送受信されてもよい。例え
ば、ソフトウェアが、有線技術（同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ：Digital　Subscriber　Line）など）及び無線技術（赤外線
、マイクロ波など）の少なくとも一方を使用してウェブサイト、サーバ、又は他のリモー
トソースから送信される場合、これらの有線技術及び無線技術の少なくとも一方は、伝送
媒体の定義内に含まれる。
【０１１３】
　本開示において説明した情報、信号などは、様々な異なる技術のいずれかを使用して表
されてもよい。例えば、上記の説明全体に渡って言及され得るデータ、命令、コマンド、
情報、信号、ビット、シンボル、チップなどは、電圧、電流、電磁波、磁界若しくは磁性
粒子、光場若しくは光子、又はこれらの任意の組み合わせによって表されてもよい。
【０１１４】
　なお、本開示において説明した用語及び本開示の理解に必要な用語については、同一の
又は類似する意味を有する用語と置き換えてもよい。例えば、チャネル及びシンボルの少
なくとも一方は信号（シグナリング）であってもよい。また、信号はメッセージであって
もよい。また、コンポーネントキャリア（ＣＣ：Component　Carrier）は、キャリア周波
数、セル、周波数キャリアなどと呼ばれてもよい。
【０１１５】
　本開示において使用する「システム」及び「ネットワーク」という用語は、互換的に使
用される。
【０１１６】
　また、本開示において説明した情報、パラメータなどは、絶対値を用いて表されてもよ
いし、所定の値からの相対値を用いて表されてもよいし、対応する別の情報を用いて表さ
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れてもよい。例えば、無線リソースはインデックスによって指示されるものであってもよ
い。
【０１１７】
　上述したパラメータに使用する名称はいかなる点においても限定的な名称ではない。さ
らに、これらのパラメータを使用する数式等は、本開示で明示的に開示したものと異なる
場合もある。様々なチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＤＣＣＨなど）及び
情報要素は、あらゆる好適な名称によって識別できるので、これらの様々なチャネル及び
情報要素に割り当てている様々な名称は、いかなる点においても限定的な名称ではない。
【０１１８】
　本開示においては、「基地局（ＢＳ：Base　Station）」、「無線基地局」、「基地局
装置」、「固定局（fixed　station）」、「ＮｏｄｅＢ」、「ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）」
、「ｇＮｏｄｅＢ（ｇＮＢ）」、「アクセスポイント（access　point）」、「送信ポイ
ント（transmission　point）」、「受信ポイント（reception　point）、「送受信ポイ
ント（transmission/reception　point）」、「セル」、「セクタ」、「セルグループ」
、「キャリア」、「コンポーネントキャリア」などの用語は、互換的に使用され得る。基
地局は、マクロセル、スモールセル、フェムトセル、ピコセルなどの用語で呼ばれる場合
もある。
【０１１９】
　基地局は、１つ又は複数（例えば、３つ）のセルを収容することができる。基地局が複
数のセルを収容する場合、基地局のカバレッジエリア全体は複数のより小さいエリアに区
分でき、各々のより小さいエリアは、基地局サブシステム（例えば、屋内用の小型基地局
（ＲＲＨ：Ｒｅｍｏｔｅ　Ｒａｄｉｏ　Ｈｅａｄ）によって通信サービスを提供すること
もできる。「セル」又は「セクタ」という用語は、このカバレッジにおいて通信サービス
を行う基地局及び基地局サブシステムの少なくとも一方のカバレッジエリアの一部又は全
体を指す。
【０１２０】
　本開示においては、「移動局（ＭＳ：Mobile　Station）」、「ユーザ端末（user　ter
minal）」、「ユーザ装置（ＵＥ：User　Equipment）」、「端末」などの用語は、互換的
に使用され得る。
【０１２１】
　移動局は、当業者によって、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレ
スユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通
信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイ
ヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント
、クライアント、又はいくつかの他の適切な用語で呼ばれる場合もある。
【０１２２】
　基地局及び移動局の少なくとも一方は、送信装置、受信装置、通信装置などと呼ばれて
もよい。なお、基地局及び移動局の少なくとも一方は、移動体に搭載されたデバイス、移
動体自体などであってもよい。当該移動体は、乗り物（例えば、車、飛行機など）であっ
てもよいし、無人で動く移動体（例えば、ドローン、自動運転車など）であってもよいし
、ロボット（有人型又は無人型）であってもよい。なお、基地局及び移動局の少なくとも
一方は、必ずしも通信動作時に移動しない装置も含む。例えば、基地局及び移動局の少な
くとも一方は、センサなどのＩｏＴ（Internet　of　Things）機器であってもよい。
【０１２３】
　また、本開示における基地局装置は、ユーザ装置で読み替えてもよい。例えば、基地局
装置及びユーザ装置間の通信を、複数のユーザ装置２０間の通信（例えば、Ｄ２Ｄ（Devi
ce-to-Device）、Ｖ２Ｘ（Vehicle-to-Everything）などと呼ばれてもよい）に置き換え
た構成について、本開示の各態様／実施形態を適用してもよい。この場合、上述の基地局
装置１０が有する機能をユーザ装置２０が有する構成としてもよい。また、「上り」及び
「下り」などの文言は、端末間通信に対応する文言（例えば、「サイド（side）」）で読
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み替えられてもよい。例えば、上りチャネル、下りチャネルなどは、サイドチャネルで読
み替えられてもよい。
【０１２４】
　同様に、本開示におけるユーザ装置は、基地局装置で読み替えてもよい。この場合、上
述のユーザ装置が有する機能を基地局装置が有する構成としてもよい。
【０１２５】
　本開示で使用する「判断(determining)」、「決定(determining)」という用語は、多種
多様な動作を包含する場合がある。「判断」、「決定」は、例えば、判定(judging)、計
算(calculating)、算出(computing)、処理(processing)、導出(deriving)、調査(investi
gating)、探索(looking　up、search、inquiry)（例えば、テーブル、データベース又は
別のデータ構造での探索）、確認(ascertaining)した事を「判断」「決定」したとみなす
事などを含み得る。また、「判断」、「決定」は、受信(receiving)（例えば、情報を受
信すること）、送信(transmitting)(例えば、情報を送信すること)、入力(input)、出力(
output)、アクセス(accessing)（例えば、メモリ中のデータにアクセスすること）した事
を「判断」「決定」したとみなす事などを含み得る。また、「判断」、「決定」は、解決
(resolving)、選択(selecting)、選定(choosing)、確立(establishing)、比較(comparing
)などした事を「判断」「決定」したとみなす事を含み得る。つまり、「判断」「決定」
は、何らかの動作を「判断」「決定」したとみなす事を含み得る。また、「判断（決定）
」は、「想定する（assuming）」、「期待する（expecting）」、「みなす（considering
）」などで読み替えられてもよい。
【０１２６】
　「接続された(connected)」、「結合された(coupled)」という用語、又はこれらのあら
ゆる変形は、２又はそれ以上の要素間の直接的又は間接的なあらゆる接続又は結合を意味
し、互いに「接続」又は「結合」された２つの要素間に１又はそれ以上の中間要素が存在
することを含むことができる。要素間の結合又は接続は、物理的なものであっても、論理
的なものであっても、或いはこれらの組み合わせであってもよい。例えば、「接続」は「
アクセス」で読み替えられてもよい。本開示で使用する場合、２つの要素は、１又はそれ
以上の電線、ケーブル及びプリント電気接続の少なくとも一つを用いて、並びにいくつか
の非限定的かつ非包括的な例として、無線周波数領域、マイクロ波領域及び光（可視及び
不可視の両方）領域の波長を有する電磁エネルギーなどを用いて、互いに「接続」又は「
結合」されると考えることができる。
【０１２７】
　参照信号は、ＲＳ（Reference　Signal）と略称することもでき、適用される標準によ
ってパイロット（Pilot）と呼ばれてもよい。
【０１２８】
　本開示において使用する「に基づいて」という記載は、別段に明記されていない限り、
「のみに基づいて」を意味しない。言い換えれば、「に基づいて」という記載は、「のみ
に基づいて」と「に少なくとも基づいて」の両方を意味する。
【０１２９】
　本開示において使用する「第１の」、「第２の」などの呼称を使用した要素へのいかな
る参照も、それらの要素の量又は順序を全般的に限定しない。これらの呼称は、２つ以上
の要素間を区別する便利な方法として本開示において使用され得る。したがって、第１及
び第２の要素への参照は、２つの要素のみが採用され得ること、又は何らかの形で第１の
要素が第２の要素に先行しなければならないことを意味しない。
【０１３０】
　上記の各装置の構成における「手段」を、「部」、「回路」、「デバイス」等に置き換
えてもよい。
【０１３１】
　本開示において、「含む（include）」、「含んでいる（including）」及びそれらの変
形が使用されている場合、これらの用語は、用語「備える（comprising）」と同様に、包
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括的であることが意図される。さらに、本開示において使用されている用語「又は（or）
」は、排他的論理和ではないことが意図される。
【０１３２】
　無線フレームは時間領域において１つ又は複数のフレームによって構成されてもよい。
時間領域において１つ又は複数の各フレームはサブフレームと呼ばれてもよい。サブフレ
ームは更に時間領域において１つ又は複数のスロットによって構成されてもよい。サブフ
レームは、ニューメロロジ（numerology）に依存しない固定の時間長（例えば、１ｍｓ）
であってもよい。
【０１３３】
　ニューメロロジは、ある信号又はチャネルの送信及び受信の少なくとも一方に適用され
る通信パラメータであってもよい。ニューメロロジは、例えば、サブキャリア間隔（ＳＣ
Ｓ：SubCarrier　Spacing）、帯域幅、シンボル長、サイクリックプレフィックス長、送
信時間間隔（ＴＴＩ：Transmission　Time　Interval）、ＴＴＩあたりのシンボル数、無
線フレーム構成、送受信機が周波数領域において行う特定のフィルタリング処理、送受信
機が時間領域において行う特定のウィンドウイング処理などの少なくとも１つを示しても
よい。
【０１３４】
　スロットは、時間領域において１つ又は複数のシンボル（ＯＦＤＭ（Orthogonal　Freq
uency　Division　Multiplexing）シンボル、ＳＣ-ＦＤＭＡ（Single　Carrier　Frequen
cy　Division　Multiple　Access）シンボル等）で構成されてもよい。スロットは、ニュ
ーメロロジに基づく時間単位であってもよい。
【０１３５】
　スロットは、複数のミニスロットを含んでもよい。各ミニスロットは、時間領域におい
て１つ又は複数のシンボルによって構成されてもよい。また、ミニスロットは、サブスロ
ットと呼ばれてもよい。ミニスロットは、スロットよりも少ない数のシンボルによって構
成されてもよい。ミニスロットより大きい時間単位で送信されるＰＤＳＣＨ（又はＰＵＳ
ＣＨ）は、ＰＤＳＣＨ（又はＰＵＳＣＨ）マッピングタイプＡと呼ばれてもよい。ミニス
ロットを用いて送信されるＰＤＳＣＨ（又はＰＵＳＣＨ）は、ＰＤＳＣＨ（又はＰＵＳＣ
Ｈ）マッピングタイプＢと呼ばれてもよい。
【０１３６】
　無線フレーム、サブフレーム、スロット、ミニスロット及びシンボルは、いずれも信号
を伝送する際の時間単位を表す。無線フレーム、サブフレーム、スロット、ミニスロット
及びシンボルは、それぞれに対応する別の呼称が用いられてもよい。
【０１３７】
　例えば、１サブフレームは送信時間間隔（ＴＴＩ：Transmission　Time　Interval）と
呼ばれてもよいし、複数の連続したサブフレームがＴＴＩと呼ばれてよいし、１スロット
又は１ミニスロットがＴＴＩと呼ばれてもよい。つまり、サブフレーム及びＴＴＩの少な
くとも一方は、既存のＬＴＥにおけるサブフレーム（１ｍｓ）であってもよいし、１ｍｓ
より短い期間（例えば、１－１３シンボル）であってもよいし、１ｍｓより長い期間であ
ってもよい。なお、ＴＴＩを表す単位は、サブフレームではなくスロット、ミニスロット
などと呼ばれてもよい。
【０１３８】
　ここで、ＴＴＩは、例えば、無線通信におけるスケジューリングの最小時間単位のこと
をいう。例えば、ＬＴＥシステムでは、基地局が各ユーザ装置２０に対して、無線リソー
ス（各ユーザ装置２０において使用することが可能な周波数帯域幅、送信電力など）を、
ＴＴＩ単位で割り当てるスケジューリングを行う。なお、ＴＴＩの定義はこれに限られな
い。
【０１３９】
　ＴＴＩは、チャネル符号化されたデータパケット（トランスポートブロック）、コード
ブロック、コードワードなどの送信時間単位であってもよいし、スケジューリング、リン
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クアダプテーションなどの処理単位となってもよい。なお、ＴＴＩが与えられたとき、実
際にトランスポートブロック、コードブロック、コードワードなどがマッピングされる時
間区間（例えば、シンボル数）は、当該ＴＴＩよりも短くてもよい。
【０１４０】
　なお、１スロット又は１ミニスロットがＴＴＩと呼ばれる場合、１以上のＴＴＩ（すな
わち、１以上のスロット又は１以上のミニスロット）が、スケジューリングの最小時間単
位となってもよい。また、当該スケジューリングの最小時間単位を構成するスロット数（
ミニスロット数）は制御されてもよい。
【０１４１】
　１ｍｓの時間長を有するＴＴＩは、通常ＴＴＩ（ＬＴＥ　Ｒｅｌ．８－１２におけるＴ
ＴＩ）、ノーマルＴＴＩ、ロングＴＴＩ、通常サブフレーム、ノーマルサブフレーム、ロ
ングサブフレーム、スロットなどと呼ばれてもよい。通常ＴＴＩより短いＴＴＩは、短縮
ＴＴＩ、ショートＴＴＩ、部分ＴＴＩ（partial又はfractional　TTI）、短縮サブフレー
ム、ショートサブフレーム、ミニスロット、サブスロット、スロットなどと呼ばれてもよ
い。
【０１４２】
　なお、ロングＴＴＩ（例えば、通常ＴＴＩ、サブフレームなど）は、１ｍｓを超える時
間長を有するＴＴＩで読み替えてもよいし、ショートＴＴＩ（例えば、短縮ＴＴＩなど）
は、ロングＴＴＩのＴＴＩ長未満かつ１ｍｓ以上のＴＴＩ長を有するＴＴＩで読み替えて
もよい。
【０１４３】
　リソースブロック（ＲＢ）は、時間領域及び周波数領域のリソース割当単位であり、周
波数領域において、１つ又は複数個の連続した副搬送波（subcarrier）を含んでもよい。
ＲＢに含まれるサブキャリアの数は、ニューメロロジに関わらず同じであってもよく、例
えば１２であってもよい。ＲＢに含まれるサブキャリアの数は、ニューメロロジに基づい
て決定されてもよい。
【０１４４】
　また、ＲＢの時間領域は、１つ又は複数個のシンボルを含んでもよく、１スロット、１
ミニスロット、１サブフレーム、又は１ＴＴＩの長さであってもよい。１ＴＴＩ、１サブ
フレームなどは、それぞれ１つ又は複数のリソースブロックで構成されてもよい。
【０１４５】
　なお、１つ又は複数のＲＢは、物理リソースブロック（ＰＲＢ：Physical　RB）、サブ
キャリアグループ（ＳＣＧ：Sub-Carrier　Group）、リソースエレメントグループ（ＲＥ
Ｇ：Resource　Element　Group）、ＰＲＢペア、ＲＢペアなどと呼ばれてもよい。
【０１４６】
　また、リソースブロックは、１つ又は複数のリソースエレメント（ＲＥ：Resource　El
ement）によって構成されてもよい。例えば、１ＲＥは、１サブキャリア及び１シンボル
の無線リソース領域であってもよい。
【０１４７】
　帯域幅部分（ＢＷＰ：Bandwidth　Part）（部分帯域幅などと呼ばれてもよい）は、あ
るキャリアにおいて、あるニューメロロジ用の連続する共通ＲＢ（common　resource　bl
ocks）のサブセットのことを表してもよい。ここで、共通ＲＢは、当該キャリアの共通参
照ポイントを基準としたＲＢのインデックスによって特定されてもよい。ＰＲＢは、ある
ＢＷＰで定義され、当該ＢＷＰ内で番号付けされてもよい。
【０１４８】
　ＢＷＰには、ＵＬ用のＢＷＰ（ＵＬ　ＢＷＰ）と、ＤＬ用のＢＷＰ（ＤＬ　ＢＷＰ）と
が含まれてもよい。ＵＥに対して、１キャリア内に１つ又は複数のＢＷＰが設定されても
よい。
【０１４９】
　設定されたＢＷＰの少なくとも１つがアクティブであってもよく、ＵＥは、アクティブ
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開示における「セル」、「キャリア」などは、「ＢＷＰ」で読み替えられてもよい。
【０１５０】
　上述した無線フレーム、サブフレーム、スロット、ミニスロット及びシンボルなどの構
造は例示に過ぎない。例えば、無線フレームに含まれるサブフレームの数、サブフレーム
又は無線フレームあたりのスロットの数、スロット内に含まれるミニスロットの数、スロ
ット又はミニスロットに含まれるシンボル及びＲＢの数、ＲＢに含まれるサブキャリアの
数、並びにＴＴＩ内のシンボル数、シンボル長、サイクリックプレフィックス（ＣＰ：Cy
clic　Prefix）長などの構成は、様々に変更することができる。
【０１５１】
　本開示において、例えば、英語でのa,　an及びtheのように、翻訳により冠詞が追加さ
れた場合、本開示は、これらの冠詞の後に続く名詞が複数形であることを含んでもよい。
【０１５２】
　本開示において、「ＡとＢが異なる」という用語は、「ＡとＢが互いに異なる」ことを
意味してもよい。なお、当該用語は、「ＡとＢがそれぞれＣと異なる」ことを意味しても
よい。「離れる」、「結合される」などの用語も、「異なる」と同様に解釈されてもよい
。
【０１５３】
　本開示において説明した各態様／実施形態は単独で用いてもよいし、組み合わせて用い
てもよいし、実行に伴って切り替えて用いてもよい。また、所定の情報の通知（例えば、
「Ｘであること」の通知）は、明示的に行うものに限られず、暗黙的（例えば、当該所定
の情報の通知を行わない）ことによって行われてもよい。
【０１５４】
　なお、本開示において、ＳＳブロック又はＣＳＩ－ＲＳは、同期信号又は参照信号の一
例である。
【０１５５】
　以上、本開示について詳細に説明したが、当業者にとっては、本開示が本開示中に説明
した実施形態に限定されるものではないということは明らかである。本開示は、請求の範
囲の記載により定まる本開示の趣旨及び範囲を逸脱することなく修正及び変更態様として
実施することができる。したがって、本開示の記載は、例示説明を目的とするものであり
、本開示に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１５６】
１０　　　　基地局装置
１１０　　　送信部
１２０　　　受信部
１３０　　　設定部
１４０　　　制御部
２０　　　　ユーザ装置
２１０　　　送信部
２２０　　　受信部
２３０　　　設定部
２４０　　　制御部
１００１　　プロセッサ
１００２　　記憶装置
１００３　　補助記憶装置
１００４　　通信装置
１００５　　入力装置
１００６　　出力装置
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